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［目的］

人口減少と競争激化の中で、当該医療機関の診療

特性に適合した持続的な集患を実現することを目的

とする。

院内の実績と地域需要のギャップを定量化し、訴

求すべき診療科・疾患領域を明確化するとともに、

継続的なKPIマネジメントの仕組みを構築する。

［実施方法］

院内DPC（様式1・Dファイル等）と各省庁オー

プンデータ（人口動態・医療資源・地理統計）を結合

し、BIでダッシュボード化する。①「集患現状の可

視化」：診療科／紹介元／地域／術式・疾患別市場

／流入出を見える化。②「診療科別課題の抽出」：平

均在院日数・手術比率・病床稼働率・紹介率・外来

新患等を指標化。③「KPIマネジメント」：目標・責

任者・アクション・期限を紐づけ月次レビュー。代

表KPI例：紹介率＝紹介入院数/全入院数、商圏シェ

ア＝当院退院数/地域総退院数、予約充足率＝充足

枠/設定枠

［実施期間］

2025年9月～継続中

［考察・結果］

本取組は試行段階であり、現時点の成果は医療機

関側の反応ベースにとどまり、仕組みの構築段階と

なる。

暫定ダッシュボードを用いた集患現状・トレンド

の可視化により、紹介元・地域別の偏りと診療科別

の潜在需要が示唆された。

短期の成果目標は、重点診療科・商圏の特定と合

意形成、導線是正や紹介ルート再設計・広報配分見

直しの施策候補抽出。

次に、①定義・算出ロジック標準化、②可視化基

盤整備、③月次運用のルール化、④利用部門教育、

⑤匿名化・権限制御・監査ログによる統制を実装し、

「集患現状の可視化→診療科別課題の抽出→KPIマ

ネジメント」のPDCAを定着させて経営改善を加速

させる。

演題発表Ⅴ－① ①【経営改革】
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◎わたなべ・しんのすけ
2008 年に株式会社栗原医療器械店に営業職として入社。千葉県で12年営業
に従事し、2021年より現在の部署へ異動。ディーラーとしてどのように病院経営に
貢献できるかを日々手探りで実践。

第14回「全国医療経営士実践研究大会」神奈川大会
医療経営士の原点から考える未来─強固な経営基盤を確立させる戦略的マネジメント
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